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支出の種類 令和３年度の歳出支出（円) 構成比(%)収入の種類 令和３年度の歳入収入（円) 構成比(%)

支 出収 入

　国民健康保険（事業勘定）

　介護保険

　国民健康保険（診療施設勘定）

　国民健康保険（福原診療施設勘定）

　簡易水道事業

　奨学資金

　後期高齢者医療

　高鉾財産区

令和５年度  特別会計当初予算

R5年度一般会計当初予算額
世帯数（R5.4.1時点）

年収の額

30億2,600万円
739世帯

4,094,723円

当初予算の様子を家計に例えてみました

ローンの返済 公債費町税

繰越金

町債

地方交付税
国庫支出金
県支出金
地方譲与税
地方消費税
交付金
その他の交付金

分担金・負担金・
使用料・手数料・
財産収入・寄附金
・諸収入

衣食費 人件費

子どもへの仕送り 繰出金

教育費・医療費 扶助費
預金 積立金
家、車などの修繕費 維持補修費

計

家の購入・改築
車の購入など

普通建設事業費
災害復旧費

自治会費・交際費
同好会費など 補助費等

電気・水道・
消耗品など 物件費

生命・損害保険
など

投資及び出資金・
貸付金

急な支出に備えて
準備 予備費

繰入金

年収の額は、令和5年度上勝町一般会計当初予算額を
町世帯数で割り算したもの。

第2回
定例会

会 

期  

10
日

開 

会  

令
和
5
年
３
月
8
日

閉 

会  

令
和
5
年
３
月
17
日

4,9334,933万円補正額
（追加）

3535億3,833,835万円総  額

令和４年度
一般会計補正予算

（補正第５号）

総務　集落再生事業費
　　　　持続可能な美しいまちづくり基金積立金

農林　国土調査事業費
　　　　地籍調査業務委託料

　  1,179万円

 7,257万円

増
額
の
主
な
も
の

増
額
の
主
な
も
の

増
額
の
主
な
も
の

総務　ふるさと創生人材育成事業費
　　　　地域活性化補助金                       　 
　　　地域おこし協力隊事業費
　　　　業務委託料
　　　　　　　　　　　　　　　　
農林　農業振興費
　　　　新規就農者育成総合対策事業補助金          
　　　　農山漁村未来創造事業補助金

△718万円

△919万円

△850万円
△1,034万円

減
額
の
主
な
も
の

減
額
の
主
な
も
の

減
額
の
主
な
も
の

国民健康保険（事業勘定）特別会計補正予算（補正第４号）

2億1,059万円4万円

補正額
（追加） 総 額

主なもの
・総務　一般管理費
　　　　　国保総合システム改修業務委託料

・給付　一般被保険者高額療養費
　　　　　高額療養費支給額

△141万円

150万円

質疑の結果、
全員異議なく可決総 額　30億2,600万円

質疑の結果、
全員異議なく可決総 額　8億482万円

前年度より1億7,500万円（6.1%）の増額

令和５年度  一般会計当初予算

年収
預金取崩し

雑収入
(パート収入等）

前の年の節約

親からの援助

新しいローン
計

528,219 

782,092 

712,482 

417,662 

286,631 

847,608 

323,483 
135,126 
49,137 

4,095 

8,188 

4,094,723 

12.9

19.1

17.4

10.2

7.0

20.7

7.9
3.3
1.2

0.1

0.2

100.0

245,683 
1,027,775 

184,263 

16,379 
1,490,479 

233,399 
307,104 
106,463 

20,474 

4,095 
458,609 

4,094,723 

6.0
25.1

4.5

0.4
36.4
5.7
7.5
2.6

0.5

0.1
11.2

100.0

　森林基盤整備事業費
　地方創生道整備推進交付金事業費
　上勝町福川防災コミュニティ
　施設（仮称）整備事業

　地域おこし協力隊関連事業費
　社会資本整備総合交付金事業費
　自治体情報システム強靱化
　サーバ等リプレイス業務

５，８１９万円
５，０００万円

２，３００万円

１億２，５４４万円
１億４５０万円

８，６８４万円

（上記各会計：千円単位切捨て記載）

２億８００万円

３億５，５００万円

１億２，５６７万円

２，０２４万円

４，１５０万円

２１４万円

４，８７６万円

３５０万円

主な事業
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討　

論

議
案
第
１
号　

工
事
変
更
請

負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

（
令
和
３
年
度
町
単
独
藤
川

寺
内
住
宅
新
築
工
事
）

問　

明
本
議
員

　

前
回
否
決
に
な
っ
た
と
き
の
金
額

に
変
更
は
あ
る
か
。

答　

中
原
参
事
兼
建
設
課
長

　

12
月
議
会
で
提
出
し
た
金
額
と
変

わ
っ
て
い
な
い
。

問　

明
本
議
員

　

水
路
の
管
理
は
ど
こ
が
す
る
の
か
。

答　

中
原
参
事
兼
建
設
課
長

　

住
宅
の
裏
側
に
あ
る
水
路
に
つ
い

て
は
、
住
宅
の
中
で
管
理
を
し
て
い

く
よ
う
に
な
る
と
思
う
。

問　

明
本
議
員

　

元
の
フ
ェ
ン
ス
設
計
で
は
入
居
者

の
子
供
等
に
対
す
る
危
険
防
止
が
主

で
あ
る
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
ど
う

考
え
る
か
。

答　

中
原
参
事
兼
建
設
課
長

　

水
路
は
30
セ
ン
チ
ほ
ど
で
特
に
危

険
と
い
う
よ
う
な
状
態
で
な
い
。
隣

の
民
地
と
の
間
に
石
積
み
を
施
工
し

て
い
る
の
で
、
特
段
フ
ェ
ン
ス
を
設

け
る
必
要
は
な
い
と
判
断
を
し
た
。

問　

高
石
議
員

　

一
番
最
初
の
設
計
は
、
端
か
ら
端

ま
で
フ
ェ
ン
ス
が
あ
っ
た
。
安
全
の

た
め
に
あ
る
フ
ェ
ン
ス
を
取
り
外
し

た
理
由
は
何
か
。

答　

中
原
参
事
兼
建
設
課
長

　

隣
の
民
地
の
間
に
石
積
み
を
施
工

し
た
こ
と
で
、
特
に
危
険
で
は
な
い

と
町
の
判
断
で
取
り
や
め
た
。

問　

高
石
議
員

　

最
初
の
設
計
書
通
り
の
フ
ェ
ン
ス

と
、
今
回
提
案
し
て
い
る
フ
ェ
ン
ス

と
ど
ち
ら
が
安
全
と
考
え
る
か
。

答　

中
原
参
事
兼
建
設
課
長

　

当
然
（
最
初
の
設
計
書
通
り
）
全

部
囲
ん
で
お
け
ば
、
子
供
、
人
は
行

き
来
は
で
き
な
い
状
態
で
あ
る
。
向

こ
う
側
へ
行
っ
て
け
が
を
す
る
と
い

う
こ
と
は
な
い
と
思
う
。
し
か
し
、

水
路
の
管
理
、
空
間
的
に
も
広
々
で

き
る
等
、
総
合
的
に
判
断
し
た
。

問　

田
中
議
員

　

用
水
路
に
水
利
権
は
発
生
し
て
い

な
い
の
か
。

答　

花
本
町
長

　

元
は
農
地
な
の
で
、
元
の
所
有
者

が
権
利
を
持
っ
て
い
た
な
ら
、
当
然

継
承
さ
れ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

問　

田
中
議
員

　

水
利
権
が
町
に
帰
属
す
る
の
な
ら
、

危
険
等
を
回
避
す
る
た
め
、
入
居
者

の
要
望
に
よ
っ
て
、
水
路
を
遮
断
す

る
、
ま
た
は
水
量
を
少
な
く
す
る
こ

と
は
可
能
か
。

答　

中
原
参
事
兼
建
設
課
長

　

地
域
の
方
、
隣
地
の
方
等
の
意
向

を
確
認
し
な
が
ら
対
応
す
る
。

問　

星
場
議
員

　

非
常
に
大
き
な
水
路
と
考
え
る
が
、

大
き
く
し
た
理
由
は
何
か
。
い
っ
ぱ

い
水
が
流
れ
る
と
非
常
に
危
険
な
状

態
に
な
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

答　

中
原
参
事
兼
建
設
課
長

　

水
路
は
30
セ
ン
チ
が
標
準
と
い
う

こ
と
で
今
回
施
工
し
た
。
今
後
は
状

況
を
見
て
、
水
量
の
対
応
を
し
た
い
。

問　

日
下
議
員

　

用
水
に
ゴ
ミ
が
詰
ま
れ
ば
取
れ
る

よ
う
に
、
ド
ア
で
も
つ
け
れ
ば
ど
う

か
。

答　

花
本
町
長

　

今
回
作
る
フ
ェ
ン
ス
よ
り
上
流
に
、

す
の
こ
を
つ
け
る
こ
と
に
よ
り
、
外

へ
回
る
必
要
は
な
く
な
る
。

問　

前
田
議
員

　

住
宅
よ
り
上
の
町
道
に
横
断
側
溝

が
あ
る
。
そ
こ
で
水
を
止
め
た
ら
ど

う
か
。

答　

中
原
参
事
兼
建
設
課
長

　

周
辺
の
方
の
意
見
も
聞
き
な
が
ら

対
応
し
た
い
。

反
対　

明
本
議
員

　

危
険
性
の
点
で
、
最
初
の
設
計
の

通
り
、
通
し
で
フ
ェ
ン
ス
を
作
る
の

が
良
い
。
ま
た
、
キ
ッ
チ
ン
も
、
最

初
の
設
計
の
通
り
で
少
し
も
悪
い
こ

と
が
な
い
。

賛
成　

岡
本
議
員

　

フ
ェ
ン
ス
が
な
く
な
る
こ
と
は
危

険
か
も
し
れ
な
い
が
、
親
の
責
任
も

関
わ
っ
て
く
る
。
し
か
し
、
き
れ
い

な
水
に
す
ぐ
手
が
届
く
等
、
い
ろ
い

ろ
な
面
で
自
然
と
触
れ
合
う
に
は
い

い
と
考
え
る
。

反
対　

高
石
議
員

　

最
初
に
設
計
し
て
あ
っ
た
フ
ェ
ン

ス
は
す
ば
ら
し
か
っ
た
と
思
う
。
そ

れ
を
あ
え
て
、
危
険
度
が
高
ま
る
方

向
に
設
計
変
更
を
し
て
、
費
用
の
減

額
分
を
中
津
住
宅
（
も
く
さ
ん
が
建

設
）
の
増
額
分
に
充
当
す
る
の
は
非

常
に
問
題
。　

賛
成　

田
中
議
員

　

安
全
性
の
問
題
か
ら
は
河
川
方
面

に
転
落
防
止
措
置
や
排
水
溝
へ
の
転

落
防
止
措
置
な
ど
安
全
性
を
確
保
し

た
上
で
実
施
す
る
こ
と
が
必
要
。

　

ま
た
、
用
水
に
つ
い
て
は
、
入
居

者
の
方
の
希
望
を
聞
い
て
、
小
さ
な

子
供
が
い
て
用
水
路
が
危
険
で
あ
れ

ば
遮
断
又
は
水
量
を
制
限
す
る
措
置

を
と
る
こ
と
も
必
要
。
よ
り
よ
い
住

宅
を
建
築
し
て
も
ら
い
た
い
。

賛
成　

日
下
議
員

　

あ
れ
だ
け
の
水
を
流
さ
な
い
の
で

あ
れ
ば
、
フ
ェ
ン
ス
は
な
く
て
も
大

丈
夫
と
思
う
。
し
か
し
、
あ
る
程
度

の
図
面
は
見
せ
る
べ
き
だ
と
思
う
。

賛
成　

星
場
議
員

　

現
場
で
町
長
が
説
明
し
た
と
お
り
、

隣
地
と
の
間
の
フ
ェ
ン
ス
を
取
っ
払

い
、
安
全
性
を
確
保
す
る
た
め
川
側

の
フ
ェ
ン
ス
を
し
っ
か
り
設
置
す
る

の
で
あ
れ
ば
、そ
れ
で
い
い
と
考
え
る
。

賛
成　

前
田
議
員

　

安
全
措
置
は
必
要
で
あ
る
が
、
フ

ェ
ン
ス
が
あ
っ
て
も
子
供
が
這
い
上

が
る
こ
と
も
あ
る
し
、
完
璧
で
は
な

い
。
そ
の
こ
と
か
ら
、
隣
地
と
の
間

に
つ
い
て
は
設
置
す
る
必
要
は
無
い

と
考
え
る
。

（第１日）令和５年１月20日㈮

令和5年

件　　　　　名
質

疑

討

論
結 果

前
田
敏
宏

酒
井
直
美

星
場
眞
人

明
本
惠
一

議案番号

○：賛成　×：反対　ー：議長が賛否に加わっていない場合

田
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寛寛

岡
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明

高
石
雅
弘

日
下
一
茂

議案第1号 ○ × ○ ○ ○ ○ × －有 有 原案可決工事変更請負契約の締結について
(令和３年度町単独藤川寺内住宅新築工事)

第２回上勝町議会定例会 審議案件と議決結果
（第３日）令和５年３月１７日㈮

令和5年

件　　　　　名
質

疑

討

論
結 果

前
田
敏
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酒
井
直
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星
場
眞
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明
本
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一
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田
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岡
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原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案同意

原案同意

原案推薦可

原案推薦可

原案可決

原案可決

承認

報告

上勝町個人情報保護法施行条例の制定について

上勝町個人情報保護審査会条例の制定について

地方公務員法の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整備に関する条例について

督促手数料廃止に伴う関係条例の整備に関する条例について

上勝町の議会議員及び長の選挙における選挙運動の公営に関する条例の一部を改正する条例について

上勝町職員の定年等に関する条例の一部を改正する条例について

定年前に退職する意思を有する職員の募集及び認定に関する条例の一部を改正する条例について

上勝町国民健康保険条例の一部を改正する条例について

上勝町公の施設の指定管理者の指定の手続等に関する条例の一部を改正する条例について

上勝町月ヶ谷温泉交流施設の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例について

上勝町単独住宅の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例について

令和４年度上勝町一般会計補正予算(補正第５号)について

令和４年度上勝町国民健康保険(事業勘定)特別会計補正予算(補正第４号)について

令和５年度上勝町一般会計予算について

令和５年度上勝町国民健康保険(事業勘定)特別会計予算について

令和５年度上勝町介護保険特別会計予算について

令和５年度上勝町国民健康保険(診療施設勘定)特別会計予算について

令和５年度上勝町国民健康保険(福原診療施設勘定)特別会計予算について

令和５年度上勝町簡易水道事業特別会計予算について

令和５年度上勝町奨学資金特別会計予算について

令和５年度上勝町後期高齢者医療特別会計予算について

令和５年度上勝町高鉾財産区特別会計予算について

工事請負契約の締結について（令和４年度町単独野尻住宅新築工事）

上勝町副町長の選任につき同意を求めることについて

監査委員の選任につき同意を求めることについて

人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて

人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて

上勝町議会の個人情報の保護に関する条例の制定について

上勝町議会基本条例の一部を改正する条例について

委員会の閉会中の継続調査について

寄附の申し立てについて

第１回上勝町議会臨時会 審議案件と議決結果第
１
回
上
勝
町
議
会
臨
時
会

問答

問答問答

問答問答問

問答

問

答

問答問

主
な
質
疑
・
討
論

賛
成

賛
成

反
対

反
対

答

答

賛
成

賛
成

賛
成
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議
案
第
２
号　

上
勝
町
個

人
情
報
保
護
法
施
行
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

　
問　

明
本
議
員

　

保
護
す
べ
き
個
人
情
報
と
は
ど
の

よ
う
な
も
の
か
。

答　

井
本
参
事
兼
総
務
課
長

　

林
地
台
帳
や
農
地
台
帳
、
森
林
台

帳
、
財
務
会
計
シ
ス
テ
ム
、
選
挙
人

名
簿
、
住
民
基
本
台
帳
等
が
個
人
の

情
報
で
あ
る
。

問　

明
本
議
員

　

列
記
し
た
も
の
を
配
付
し
て
も
ら

い
た
い
。

答　

井
本
参
事
兼
総
務
課
長

　

個
人
情
報
の
取
扱
事
務
の
名
称
の

例
を
挙
げ
た
が
、
令
和
５
年
４
月
１

日
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
公
表
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。

議
案
第
18
号　

令
和
５
年
度

上
勝
町
国
民
健
康
保
険(

診

療
施
設
勘
定)

特
別
会
計
予

算
に
つ
い
て

問　

田
中
議
員

　

診
療
所
に
、
超
音
波
画
像
診
断
装

置
等
の
備
品
を
購
入
す
る
が
、
従
来

あ
っ
た
旧
装
置
を
売
却
す
る
の
か
。

答　

久
保
診
療
所
事
務
長

　

現
在
あ
る
機
器
に
に
つ
い
て
は
使

用
は
可
能
で
あ
る
が
、
修
理
部
品
が

な
い
た
め
定
期
保
守
が
で
き
な
い
状

態
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
売
却

せ
ず
、
業
者
に
引
き
取
っ
て
も
ら
う

予
定
。

議
案
第
15
号　

令
和
５
年
度

上
勝
町
一
般
会
計
予
算
に
つ

い
て

問　

明
本
議
員

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
シ
ス
テ
ム

強
靭
化
延
長
機
器
保
守
に
１
０
４
万

８
，０
０
０
円
の
計
上
が
あ
る
が
、

ど
ん
な
こ
と
を
す
る
の
か
。

答　

井
本
参
事
兼
総
務
課
長

　

電
算
室
の
機
器
・
サ
ブ
セ
ン
タ
ー

の
機
器
の
更
新
で
あ
る
。

問　

高
石
議
員

　

一
般
廃
棄
物
中
間
処
理
補
助
業
の

委
託
料
を
増
額
し
た
理
由
は
。

答　

吉
積
企
画
環
境
課
長

　

中
間
処
理
を
一
括
委
託
す
る
こ
と

に
と
も
な
う
人
員
増
に
対
す
る
人
件

費
５
２
５
万
円
増
額
。

問　

明
本
議
員

　

地
方
創
生
推
進
事
業
費
委
託
料
の

彩
山
維
持
管
理
業
務
は
、
エ
ン
ド
レ

ス
に
す
る
の
か
。

答　

吉
積
企
画
環
境
課
長

　

毎
年
度
計
上
す
る
よ
う
に
考
え
て

い
る
。

問　

田
中
議
員

　

本
町
の
ゴ
ミ
処
理
費
は
、
一
般
財

源
２
，５
７
５
万
６
，０
０
０
円
で
あ

る
が
、他
市
町
村
に
比
べ
て
安
い
の
か
。

答　

吉
積
企
画
環
境
課
長

　

環
境
省
の
一
般
廃
棄
物
処
理
実
態

調
査
（
令
和
２
年
度
分
）
に
よ
る
と
、

上
勝
町
は
１
人
当
た
り
５
，１
３
４

円
、
佐
那
河
内
村
９
，１
８
６
円
、

勝
浦
町
１
万
７
，５
１
３
円
と
な
っ
て

い
る
。

提
案

発
議
第
１
号　

上
勝
町
議
会

の
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

提
案
者　

田
中
議
員

　

こ
の
度
、
個
人
情
報
保
護
法
等
の

３
本
の
法
律
が
統
合
さ
れ
、
地
方
公

共
団
体
の
個
人
情
報
保
護
制
度
に
つ

い
て
も
統
合
後
の
法
律
に
全
国
的
な

共
通
ル
ー
ル
と
し
て
規
定
さ
れ
た
。

　

し
か
し
、
議
会
に
お
い
て
は
、
国

会
等
と
同
様
に
、
自
律
的
な
対
応
の

も
と
個
人
情
報
の
適
切
な
取
り
扱
い

が
図
ら
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
し

て
、
同
法
の
適
用
対
象
外
と
な
っ
た
。

　

し
か
し
、
個
人
情
報
保
護
制
度
を

設
け
な
か
っ
た
場
合
、
議
会
に
お
け

る
個
人
情
報
の
保
護
に
係
る
取
扱
い

や
、
開
示
請
求
等
の
住
民
の
権
利
に

つ
い
て
も
、
制
度
と
し
て
保
障
さ
れ

な
い
結
果
と
な
る
こ
と
か
ら
、
住
民

の
理
解
を
得
ら
れ
な
い
も
の
と
考
え

る
。

　

よ
っ
て
、
上
勝
町
議
会
の
個
人
情

報
の
保
護
に
関
す
る
条
例
の
制
定
を

提
案
す
る
。

発
議
第
２
号　

上
勝
町
議
会

基
本
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

提
案
者　

田
中
議
員

　

上
勝
町
議
会
基
本
条
例
第
16
条
は
、

同
条
例
を
議
会
運
営
に
お
け
る
最
高

規
範
で
あ
っ
て
、
議
会
は
、
こ
の
条

例
に
違
反
す
る
議
会
の
条
例
、
規
則
、

規
程
等
を
制
定
し
な
い
と
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
議
会
に
は
、
一
般
的
に

条
例
の
成
立
に
向
け
た
議
決
権
は
あ

る
が
、
制
定
権
は
な
く
、
ま
た
、
規

則
に
つ
い
て
も
、
議
会
会
議
規
則
等

の
法
に
定
め
ら
れ
た
も
の
を
除
き
、

地
方
公
共
団
体
の
長
に
制
定
権
が
あ

り
、
条
文
と
し
て
の
正
確
性
の
欠
け

る
も
の
と
考
え
る
。

　

よ
っ
て
、
日
本
国
憲
法
、
地
方
自

治
法
等
と
の
整
合
性
を
確
保
す
る
た

め
改
正
を
提
案
す
る
。

第
２
回
上
勝
町
議
会
定
例
会

　

今
回
は
、
徳
島
県
町
村
議
会
議
長

会
の
紹
介
を
し
ま
す
。

　

こ
の
組
織
は
、
県
内
16
町
村
各
議

会
議
長
に
よ
り
構
成
さ
れ
て
い
る
。

主
な
活
動
内
容
と
し
て
は
、

◦
年
次
総
会

◦
自
治
功
労
者
、
町
村
議
会
表
彰

◦
徳
島
県
へ
の
要
望
書
の
ま
と
め

◦
県
市
町
村
の
３
団
体
合
同
要
望
と

し
て
、
国
へ
の
要
望
提
出

◦
全
国
町
村
議
会
議
長
会
大
会
及
び

研
修
会
開
催

◦
四
国
地
区
町
村
議
会
議
長
会
大
会

及
び
研
修
会
開
催

◦
そ
の
他

で
あ
る
。
そ
の
中
で
、
去
る
２
月
28

日
に
開
催
さ
れ
た
第
26
回
定
期
総
会

の
様
子
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

ߤ
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小
野
会
長
よ
り
挨
拶
が
あ
り
、

酒
井
副
会
長
が
宣
言
（
案
）
を

朗
読
し
、
全
会
一
致
で
承
認
さ

れ
た
。

　

事
業
計
画
、
一
般
会
計
歳
入

歳
出
予
算
は
、
事
前
の
役
員
会

で
承
認
を
得
て
い
る
た
め
、
書

面
報
告
の
み
さ
れ
、
井
上
副
会

長
よ
り
決
議（
案
）が
朗
読
さ
れ
、

全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。

　

続
い
て
、
各
郡
地
区
提
出
の

県
へ
の
要
望
事
項
が
紹
介
さ
れ

た
。
勝
名
地
区
か
ら

一
、
県
道
徳
島
上
那
賀
線
の
整

備
促
進
に
つ
い
て

一
、
主
要
地
方
道
勝
浦
佐
那
河

内
線
・
小
松
島
佐
那
河
内
線

の
早
期
整
備
に
つ
い
て

一
、
地
籍
調
査
の
推
進
に
つ
い
て

一
、
鳥
獣
被
害
防
止
対
策
の
充

実
と
強
化
に
つ
い
て

一
、
中
山
間
地
域
の
農
業
に
か

か
る
支
援
の
充
実
等
に
つ
い

て
等
が
、
要
望
事
項
と
し
て
提
案

さ
れ
、
宣
言
文
・
決
議
文
と
合

わ
せ
知
事
に
渡
さ
れ
た
。
町
民

の
み
な
さ
ん
も
県
に
要
望
・
陳

情
等
が
あ
れ
ば
、
お
近
く
の
議

員
に
相
談
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

次
に
、
令
和
４
年

度
自
治
功
労
者
・
町

議
会
の
表
彰
が
行
わ

れ
た
。

◦
議
長
と
し
て　
　

７
年
以
上
在
職
者

　
　
　
　
　

１
名

◦
議
員
と
し
て　
　

27
年
以
上
在
職
者

　
　
　
　
　

９
名

◦
議
員
と
し
て　
　

15
年
以
上
在
職
者

　
　
　
　
　

12
名

町
村
議
会
表
彰
は
、

牟
岐
町
議
会
が
、

◦
議
員
定
数
の
削
減

◦
行
政
常
任
委
員
会

で
の
監
視
機
能
強
化

◦
議
会
広
報
づ
く

り
・
Ｈ
Ｐ
等
住
民

へ
の
広
報
活
動
等
々
が
評
価

さ
れ
受
彰
さ
れ
た
。
ち
な
み

に
、
上
勝
町
は
、
Ｈ
26
に

◦
議
会
基
本
条
例
の
制
度

◦
一
問
一
答
方
式
の
採
用

等
で
表
彰
を
受
け
て
い
る
。

　

町
村
議
会
広
報
表
彰
は
、
勝

浦
町
議
会
が
、
第
37
回
広
報
全

国
コ
ン
ク
ー
ル
で
優
良
賞
を
受

け
た
こ
と
に
よ
る
受
彰
。

　

こ
れ
ら
の
表
彰
式
を
終
え
、

総
会
を
閉
じ
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

　

そ
の
後
、
副
知
事
・
県
議
会

議
長
・
町
村
会
長
を
混
じ
え
、

意
見
交
換
が
活
発
に
行
わ
れ
、

酒
井
副
会
長
の
挨
拶
で
締
め
ら

れ
た
。

問答問問

答問答問問 答

問答 答

答

議 

長

酒 

井 

直 

美

酒
井
副
会
長

酒
井
副
会
長

井
上
副
会
長

井
上
副
会
長

勝
野
副
知
事

勝
野
副
知
事

小
野
会
長

小
野
会
長

受
賞
者

　

前
田
議
員

受
賞
者

　

前
田
議
員

受
賞
者

　

一
山
議
長

受
賞
者

　

一
山
議
長

町
村
会

　

影
治
会
長

町
村
会

　

影
治
会
長

県
議
会

　

南
議
長

県
議
会

　

南
議
長
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くすみが出てきたが目を引く壁画！

分別は住民負担で成立している！

一 般 質 問 ෨ɬᄎȠ 一 般 質 問෨ɬᄎȠ

問　

南
海
ト
ラ
フ
地
震
の
発

生
が
迫
る
中
、
老
朽
化
し
た

東
地
区
簡
易
水
道
の
改
修

（
耐
震
化
）
の
事
業
計
画
は

あ
る
の
か
。

答　

中
原
参
事
兼
建
設
課
長

　

東
地
区
は
、
供
用
後
約
50

年
が
経
過
し
、
喫
緊
の
課
題

と
し
て
取
り
組
む
。
た
だ
改

修
に
当
た
り
、
新
た
な
土
地

の
買
収
や
工
事
方
法
等
に
つ

い
て
調
整
が
必
要
。
南
海
ト

ラ
フ
地
震
等
に
備
え
、
下
水

道
管
の
埋
設
ル
ー
ト
等
の
改

修
に
向
け
た
事
業
計
画
は
作

成
し
て
い
る
。

問　

上
勝
町
地
域
防
災
計
画

に
お
い
て
防
災
訓
練
は
、
住

民
や
関
係
機
関
と
協
働
し
て

実
施
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い

る
が
、
現
状
は
ど
う
か
。

答　

井
本
参
事
兼
総
務
課
長

　

コ
ロ
ナ
前
に
は
、
毎
年
９

月
に
消
防
団
を
対
象
に
彩
公

園
で
、
震
度
６
弱
か
ら
６
強

の
巨
大
地
震
の
発
生
を
想
定

し
、
各
分
団
管
轄
内
の
被
災

状
況
調
査
や
住
民
の
安
否
確

認
情
報
調
査
、
山
林
火
災
を

想
定
し
た
２
線
延
長
の
放
水

訓
練
等
を
実
施
し
た
。

問　

南
海
ト
ラ
フ
地
震
の
発

生
が
危
惧
さ
れ
る
中
、
住
民

の
命
を
守
る
た
め
、
住
民
や

町
職
員
、
関
係
機
関
を
巻
き

込
ん
だ
実
効
性
の
あ
る
訓
練

を
実
施
す
べ
き
と
考
え
る
が

如
何
か
。

答　

井
本
参
事
兼
総
務
課
長

　

今
後
、
住
民
等
か
ら
協
力

い
た
だ
け
る
よ
う
で
あ
れ
ば

取
り
組
み
た
い
。
ま
た
、
住

民
の
防
災
意
識
の
温
度
差
も

あ
る
た
め
、
地
域
の
方
々
に

意
見
、
協
力
を
い
た
だ
き
な

が
ら
進
め
て
い
く
。

問　

災
害
対
策
基
本
法
に
お

い
て
、
町
は
防
災
の
第
１
次

的
な
責
任
者
で
あ
り
、
住
民

の
命
を
守
る
責
務
が
あ
る
。

町
民
や
関
係
機
関
が
協
力
し

て
く
れ
る
な
ら
や
る
と
い
う

他
人
事
感
覚
で
は
、
住
民
の

命
は
守
れ
な
い
。
町
が
主
導

し
、
そ
の
責
任
に
よ
り
実
施

す
べ
き
で
は
。

答　

井
本
参
事
兼
総
務
課
長

　

実
施
す
る
方
向
で
検
討
し

た
い
。

要
望　

東
日
本
大
震
災
等
か

ら
年
月
が
た
ち
、
喉
元
過
ぎ

れ
ば
熱
さ
忘
れ
る
で
は
、
災

害
時
に
住
民
の
命
は
守
れ
な

い
。
自
然
災
害
の
発
生
は
止

め
ら
れ
な
い
が
、
災
害
か
ら

命
を
守
る
準
備
は
で
き
る
。

危
機
感
を
も
っ
て
、
や
る
べ

き
こ
と
は
や
る
べ
き
。

問　

自
治
体
間
の
共
通
し
た

課
題
や
各
種
委
員
会
の
事
務

う
ち
、
他
の
自
治
体
と
統
合

が
可
能
な
業
務
に
つ
い
て
共

同
処
理
す
れ
ば
、
事
務
の
合

理
化
や
人
材
の
有
効
活
用
に

繋
が
る
と
考
え
る
が
如
何
か
。

答　

花
本
町
長

　

一
部
の
業
務
に
つ
い
て
は

既
に
連
携
し
て
い
る
が
、
地

域
性
や
歴
史
、
人
口
差
な
ど

の
環
境
面
で
の
相
違
に
よ
り

難
し
い
業
務
も
あ
る
。
今
後

に
お
い
て
は
、
で
き
る
も
の

は
実
施
を
検
討
す
る
こ
と
が

時
代
の
流
れ
に
合
っ
て
い
る

と
考
え
る
。

問　

常
態
的
な
人
員
不
足
を

解
消
す
る
た
め
、
ま
ず
、
教

育
委
員
会
事
務
に
つ
い
て
、

他
の
町
村
と
連
帯
し
て
処
理

す
る
こ
と
が
、
人
材
や
経
費

面
で
有
効
と
考
え
る
が
如
何

か
。

答　

立
川
教
育
長

　

市
町
村
間
の
事
務
統
合
は
、

小
規
模
自
治
体
に
お
い
て
は

有
効
な
手
段
と
考
え
る
。
た

だ
、
先
進
町
村
で
あ
る
相
楽

東
部
広
域
連
合
教
育
委
員
会

に
研
究
に
行
っ
た
が
、
本
町

の
実
態
を
考
え
る
と
、
学
校

教
育
、
社
会
教
育
の
取
組
の

違
い
か
ら
、
現
時
点
で
は
難

し
い
問
題
が
あ
る
と
感
じ
て

い
る
。

要
望　

本
町
の
よ
う
に
小
規

模
の
自
治
体
に
と
っ
て
は
、

財
政
基
盤
の
強
化
と
人
材
・

経
費
の
有
効
活
用
か
ら
も
、

事
務
の
統
合
は
必
要
と
考
え

る
。
で
き
る
も
の
か
ら
積
極

的
に
検
討
し
て
ほ
し
い
。

建設
課長 喫緊の課題として取り組む

南海トラフ地震に備え、
東地区簡易水道の改修は

問 町内独自の道路案内板を
作成しては！

問

問　

本
町
は
全
国
的
に
有
名

な
「
１
Ｑ
運
動
会
」
等
の
活

動
成
果
が
各
地
に
残
り
、
そ

の
代
表
格
が
「
ア
ー
ト
作
品
」

と
「
地
域
案
内
壁
画
」
だ
が
、

ア
ー
ト
作
品
は
順
次
、
取
り

壊
す
と
聞
い
て
い
る
。

　

一
方
、
地
域
案
内
壁
画
等

は
、
年
月
を
経
て
く
す
み
が

出
て
き
た
。
手
入
れ
が
遅
れ

た
の
も
原
因
だ
が
、
責
任
の

所
在
が
不
明
な
こ
と
も
課
題

だ
。
１
Ｑ
活
動
が
止
ま
っ
た

事
で
、
町
づ
く
り
の
全
て
が

止
ま
っ
た
と
感
じ
る
住
民
も

多
い
。
ど
う
立
て
直
す
か
。

答　

吉
積
企
画
環
境
課
長

　

町
内
の
道
路
案
内
板
は
建

設
課
、
観
光
案
内
板
等
は
産

業
課
、
１
Ｑ
活
動
や
集
落
再

生
事
業
関
連
は
地
元
地
域
が

維
持
を
し
て
い
る
。
観
光
案

内
壁
画
は
、
約
二
十
五
年
前

に
１
Ｑ
活
動
で
描
か
れ
た
も

の
で
、
約
十
年
前
に
塗
り
替

え
た
が
、
再
び
補
修
が
必
要

に
な
っ
て
い
る
。
１
Ｑ
活
動

等
は
、
地
域
を
自
ら
考
え
行

動
す
る
組
織
で
あ
り
、
ご
相

談
等
が
あ
れ
ば
現
存
す
る
Ｏ

Ｂ
会
と
共
に
課
題
解
決
に
取

組
み
た
い
。

　　
　問　

本
町
か
ら
子
供
を
高
校

へ
通
学
さ
せ
る
に
は
バ
ス
通

学
し
か
な
い
が
、
本
町
で
は

挙
家
離
村
で
人
口
が
減
少
し

て
い
る
。
隣
町
は
通
学
バ
ス

を
運
行
し
て
い
た
が
、
今
年

か
ら
全
て
の
高
校
生
を
対
象

に
年
間
10
万
円
の
補
助
支
給

に
切
り
替
え
た
と
か
。
本
町

の
方
策
と
し
て
ど
う
取
り
組

む
か
。

答　

傍
示
教
委
事
務
局
長　

　

他
町
に
な
い
本
町
だ
け
の

助
成
を
挙
げ
れ
ば
、
入
学
祝

金
を
小
・
中
学
校
そ
れ
ぞ
れ

10
万
円
。
小
・
中
学
校
に
無

料
の
公
営
塾
、
小
・
中
・
高
・

学
生
の
町
営
バ
ス
無
料
制
度

等
が
あ
る
。

　

ま
た
、
町
全
体
の
子
育
て

支
援
は
、
お
誕
生
祝
金
が
第

１
子
10
万
円
、
第
２
子
20
万

円
、
第
３
子
30
万
円
で
他
町

の
例
だ
と
3
万
円
、
５
万
円
、

10
万
円
だ
。
更
に
、
子
供
育

み
医
療
が
18
歳
ま
で
完
全
無

料
、
そ
れ
か
ら
18
歳
以
下
の

短
期
海
外
留
学
生
等
に
40
万

円
補
助
等
も
あ
る
。
更
に
、

後
継
者
確
保
や
移
住
施
策
の

面
か
ら
見
る
と
、
児
童
転
入

支
度
金
を
1
世
帯
30
万
円
を

は
じ
め
、
各
課
も
様
々
な
事

業
を
展
開
し
て
い
る
。

問　

進
学
に
関
し
て
は
教
育

委
員
会
に
委
ね
る
と
こ
ろ
が

大
き
い
。
後
継
者
育
成
の
観

点
で
は
ど
う
捉
え
て
い
る
か
。

答　

花
本
町
長　

　

重
ね
て
に
な
る
が
、
ゼ
ロ

歳
児
か
ら
18
歳
ま
で
の
間
に

お
い
て
、
い
ろ
ん
な
助
成
を

行
っ
て
お
り
、
こ
う
し
た
こ

と
の
積
み
上
げ
が
子
育
て
を

し
や
す
い
環
境
の
一
助
に
な

っ
て
い
る
と
考
え
て
戴
け
た

ら
、
そ
れ
が
全
体
に
つ
な
が

っ
て
行
く
。

問　
「
お
前
が
始
め
た
ん
で

な
い
か
！
」
と
、
よ
く
言
わ

れ
る
の
で
恐
縮
だ
が
、
住
民

の
皆
様
に
は
、
本
当
に
頑
張

っ
て
戴
き
感
謝
し
て
い
る
。

全
国
一
の
分
別
は
住
民
の
輝

か
し
い
称
号
で
も
、
角
度
を

変
え
れ
ば
「
住
み
に
く
い
町
」

か
も
知
れ
な
い
。
そ
こ
で
最

終
の
部
分
だ
け
で
も
行
政
が

責
任
を
持
っ
て
取
り
組
ん
で

欲
し
い
。

答　

吉
積
企
画
環
境
課
長

　

新
し
い
宣
言
で
は
、ゼ
ロ
・

ウ
ェ
イ
ス
ト
で
暮
ら
し
を
豊

か
に
す
る
こ
と
を
目
標
に
掲

げ
、
住
民
の
負
担
軽
減
も
含

め
て
い
る
。

　

昨
年
12
月
に
大
阪
の
廃
棄

物
処
理
業
者
の（
株
）浜
田
と

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
協
定
を

締
結
し
、
現
在
の
収
集
・
分

別
方
法
や
処
理
方
法
を
確
認
、

排
出
方
法
等
を
検
証
し
て
い

く
。
ま
た
、
ご
指
摘
の
通
り
、

焼
却
・
埋
立
て
ゴ
ミ
の
資
源

化
を
進
め
て
き
た
が
、
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
、
二
酸

化
炭
素
の
排
出
と
い
う
視
点

も
併
せ
て
、
よ
り
エ
コ
で
負

担
の
少
な
い
、
当
町
に
最
適

な
ゴ
ミ
処
理
方
法
を
選
択
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。

要
望

要
望

後
継
者
の
進
学
の

　

推
奨
に
つ
い
て

ゴ
ミ
処
理
の

簡
素
化
に
つ
い
て

防
災
対
策
に
つ
い
て

地
方
公
共
団
体
の

事
務
の
共
同
処
理

　
　
　

に
つ
い
て

問問 問

問

問 問

企画環境
課長 地域の知恵で解決したい

問

問

問

問

南海トラフ地震  震度の最大値の分布図

国土交通白書（2020）より

星 場 眞 人 議員田 中 　 低 議員

9 議会だより　かみかつ　89号 8議会だより　かみかつ　89号

設
置
し
て
お
り
今
後
に
お
い
て

も
管
理
を
お
願
い
し
た
い
。

要
望　

壁
画
は
塗
り
替
え
た

が
、
再
び
補
修
が
必
要
。
１

Ｑ
活
動
は
地
域
の
課
題
を
自

ら
考
え
行
動
す
る
組
織
で
あ

る
が
、
行
政
と
住
民
が
共
に

考
え
る
地
域
づ
く
り
は
必
要

で
あ
り
、
共
に
課
題
解
決
に

取
り
組
ん
で
も
ら
い
た
い
。

要
望



かみかつ町営バス県道にて（2023.4.10）

軽自動車タイプ救急車

福原貸事務所内

問　

軽
の
救
急
車
の
購
入
予

定
は
い
つ
頃
に
な
る
の
か
。

答　

清
井
住
民
課
長

　

現
在
、
発
注
し
て
お
り
、

3
月
末
頃
に
納
車
予
定
だ
。

問　

現
在
の
救
急
車
と
車
検

は
当
然
重
な
ら
な
い
よ
う
に

は
し
て
あ
る
の
か
。

答　

清
井
住
民
課
長

　

車
検
は
、
一
カ
月
前
か
ら

で
き
る
の
で
重
な
ら
な
い
と

思
う
。

問　

町
内
の
公
共
施
設
に
、

防
犯
カ
メ
ラ
は
付
い
て
い
る

の
か
。

答　

井
本
参
事
兼
総
務
課
長

　

町
内
に
は
２
カ
所
設
置
さ

れ
て
い
る
。

要
望　

上
勝
町
が
治
安
が
悪

い
と
い
う
の
で
は
無
く
、
も

し
事
件
が
あ
っ
た
時
、
防
犯

カ
メ
ラ
が
活
躍
す
る
と
思
う
。

で
き
る
だ
け
多
く
の
施
設
に

防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
し
て
も

ら
い
た
い
。

問　

福
原
貸
事
務
所
の
入
居

予
定
は
あ
る
の
か
。

答　

笹
尾
産
業
課
長

　

現
在
入
居
予
定
は
な
い
。

問
い
合
わ
せ
は
２
月
に
１
件

現
地
確
認
は
あ
っ
た
。

問　

各
部
屋
に
防
音
設
備
は

付
い
て
い
る
の
か
。

答　

笹
尾
産
業
課
長

　

遮
音
は
建
築
基
準
法
に
基

づ
き
施
工
し
て
い
る
。
た
だ
、

構
造
が
木
造
で
、
室
内
壁
は

木
材
を
使
用
し
排
煙
機
能
と

し
て
格
子
型
の
窓
を
設
け
、

火
災
時
の
煙
を
室
外
に
出
す

構
造
に
な
っ
て
い
る
為
、
声

等
が
外
に
漏
れ
る
。

問　

防
音
設
備
は
付
い
て
い

な
い
と
い
う
こ
と
で
良
い
の
か
。

答　

笹
尾
産
業
課
長

　

防
音
設
備
は
普
通
の
住
宅

で
は
あ
ま
り
な
い
が
音
を
遮

る
構
造
に
は
な
っ
て
い
る
。

問　

一
社
の
み
の
事
務
所
で

は
な
い
の
で
防
音
設
備
は
必

要
で
は
な
い
の
か
。

答　

花
本
町
長

　

構
造
上
、
完
全
に
遮
音
と

は
難
し
い
。
部
屋
に
防
音
装

置
を
完
全
に
付
け
て
、
内
部

の
音
が
出
な
い
よ
う
に
す
る

の
は
難
し
い
。

要
望　

１
日
で
も
早
く
満
室

を
願
う
。

一 般 質 問 ෨ɬᄎȠ 一 般 質 問෨ɬᄎȠ

お年寄りの町営バス利用料は問

問　

町
営
バ
ス
無
料
化
の
た

め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
タ
ク
シ

ー
券
を
使
え
る
よ
う
に
し
て

は
ど
う
か
。

答　

清
井
住
民
課
長

　

お
出
か
け
タ
ク
シ
ー
券
を

町
営
バ
ス
で
利
用
で
き
る
と
、

利
便
性
が
向
上
す
る
の
で
業

者
に
も
意
見
を
聞
い
て
検
討

す
る
。

問　

当
町
も
早
急
に
導
入
し

て
は
ど
う
か
。
小
松
島
市
を

除
く
７
市
と
北
島
町
、
お
隣

の
那
賀
町
も
実
施
し
て
い
る
。

当
町
も
導
入
し
て
、
人
権
擁

護
、
個
性
の
尊
重
、
包
容
力

の
あ
る
明
る
い
町
づ
く
り
に

資
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　

清
井
住
民
課
長

　

県
会
で
請
願
が
可
決
さ
れ

た
。
動
向
を
注
視
し
た
い
。

問　

町
は
条
例
を
作
る
必
要

が
あ
る
。
率
先
し
て
や
っ
て

い
く
考
え
は
無
い
の
か
。

答　

花
本
町
長

　

県
の
動
き
を
見
て
い
き
た

い
。

  問　

諸
物
価
高
騰
の
た
め
、

子
育
て
・
教
育
の
た
め
支
出

が
か
さ
む
。
学
校
給
食
費
の

無
料
化
を
早
急
に
実
施
し
て

貰
い
た
い
が
ど
う
か
。

答　
傍
示
教
育
委
員
会
事
務
局
長

　

勝
浦
町
は
10
月
か
ら
３
月

ま
で
コ
ロ
ナ
臨
時
交
付
金
で

無
償
化
し
た
。
学
校
給
食
は

サ
ー
ビ
ス
で
あ
り
、
利
用
料

を
払
う
の
が
合
理
的
で
あ
る
。

問　

時
代
錯
誤
の
考
え
方
だ
。

義
務
教
育
の
一
環
と
し
て
、

昼
食
の
無
料
化
を
実
施
し
て

い
く
ベ
き
だ
。

答　

立
川
教
育
長

　

義
務
教
育
無
償
化
は
教
科

書
と
か
が
無
償
と
な
っ
て
い

る
。
給
食
費
は
補
助
が
あ
る

が
、
原
材
料
と
か
、
そ
う
い

う
も
の
を
頂
い
て
い
る
と
こ

ろ
が
多
い
と
認
識
し
て
い
る
。

　
問　

在
町
の
高
校
生
に
通
学

費
補
助
金
を
月
２
万
円
程
度

支
給
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　
傍
示
教
育
委
員
会
事
務
局
長

　

勝
浦
町
か
ら
乗
り
継
ぎ
で

小
松
島
市
ま
で
定
期
券
で
月

１
万
５
千
２
０
０
円
だ
。
下

宿
し
て
い
る
人
も
あ
り
不
公

平
に
な
る
。

問　

在
町
で
通
学
し
頑
張
っ

て
い
る
人
を
励
ま
す
こ
と
は

不
公
平
と
言
え
な
い
の
で
は

無
い
か
。

答　
傍
示
教
育
委
員
会
事
務
局
長

　

ア
パ
ー
ト
や
寮
に
入
っ
て

余
計
に
か
か
っ
て
い
る
人
も

あ
り
、
不
公
平
感
が
で
る
と

考
え
る
。

問　

共
同
事
業
者
勝
浦
町
に

合
わ
せ
て
、
月
６
百
円
程
度
、

補
助
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

今
ま
で
に
20
万
円
以
上
不
当

に
、
利
用
料
が
徴
収
さ
れ
て

い
る
。
そ
の
後
も
ポ
ン
方
式

に
切
り
替
え
し
て
テ
レ
ビ
家

庭
に
益
の
無
い
公
費
投
資
が

億
単
位
で
行
わ
れ
た
。

答　

井
本
参
事
兼
総
務
課
長

　

見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が

利
用
で
き
な
く
な
る
の
で
出

来
な
い
。

　  問　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
開
発
は
、
今
年
度
は
ど
う

進
め
る
の
か
。
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
を
明
確
に
示
せ
。

答　

吉
積
企
画
環
境
課
長

　

清
井
製
材
跡
地
に
小
水
力

発
電
所
を
検
討
し
て
い
る
が
、

用
地
の
買
い
取
り
価
格
を
検

討
中
だ
。
費
用
対
効
果
を
検

討
し
、
赤
字
見
込
み
で
無
け

れ
ば
、
今
年
中
に
補
正
予
算

を
計
上
し
た
い
。

住民
課長

住民
課長

軽自動車タイプの救急車の
　　　　　　　　購入予定は
現在、発注しており、
　　３月末に納車予定だ

問

お出かけタクシー券が使えるよう
検討する

給
食
費
を

　
　
　

無
償
化
は

軽
自
動
車
タ
イ
プ
の

　

救
急
車
に
つ
い
て

防
犯
カ
メ
ラ
に

　
　
　
　
つ
い
て

福
原
貸
事
務
所
に

　
　
　
　
つ
い
て

在
町
の
高
校
生
に

　
　

通
学
補
助
を

テ
レ
ビ
だ
け
世
帯
に

月
６
百
円
の
補
助
金
を

ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー

　
　
　
　

の
開
発
は

パ
ー
ト
ナ
ー・シ
ッ
プ

　
　
　

制
を
導
入
は

高
齢
者
の
町
営
バ
ス

の
無
料
化
は

問

問

問問 問

問問問

問

問

問問

問

問問

問

要
望

要
望
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問　

い
っ
き
ゅ
う
茶
屋
し
も

で
伐
採
作
業
が
行
わ
れ
た
。

他
議
員
に
よ
る
と
、
住
民
か

ら
は
「
明
る
く
な
り
良
く
な

っ
た
。」
と
の
話
だ
が
、
私

の
所
に
は
、
喜
び
の
話
が
全

く
入
っ
て
こ
な
い
。

「
な
ん
な
、
あ
の
や
り
っ
ぱ

な
し
は
」

「
あ
ん
な
ん
で
は
向
こ
う
が

見
え
ん
で
な
い
か
」

「
次
、
い
つ
伐
る
ん
な
」

こ
の
よ
う
な
話
し
か
聞
い
て

い
な
い
。

　

町
長
は
あ
の
状
態
で
満
足

か
。

答　

花
本
町
長

　

大
満
足
し
て
い
る
。
台
風

や
雪
の
時
、
枝
や
葉
が
路
面

に
落
ち
た
り
、
路
面
の
雪
が

融
け
に
く
い
と
い
う
事
が
あ

っ
た
。
そ
れ
を
解
消
す
る
た

め
に
伐
採
事
業
を
行
っ
た
。

目
的
は
充
分
達
成
し
て
い
る
。

問　

事
業
の
説
明
を
聞
け
ば

分
か
る
話
だ
が
、
実
際
、
住

民
が
見
た
場
合
、「
な
ぜ
、

あ
れ
で
終
わ
っ
た
の
だ
ろ

う
」
と
疑
問
に
思
う
。
伐
採

地
区
は
保
安
林
で
、
今
以
上

伐
っ
て
し
ま
う
と
、
地
主
が

植
え
付
け
を
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
地
主
に
負
担
が
掛

か
ら
な
い
よ
う
に
考
え
る
の

も
役
場
の
仕
事
な
の
で
は
な

い
か
。

　

事
業
的
な
考
え
方
も
良
い

が
、
以
前
か
ら
要
望
し
て
い

る
よ
う
に
、
景
観
の
事
も
考

え
、
今
後
の
伐
採
事
業
を
進

め
て
い
た
だ
き
た
い
。

答　

花
本
町
長

　

傍
示
ト
ン
ネ
ル
ま
で
は
、

ほ
ぼ
保
安
林
に
指
定
さ
れ
て

い
る
。
保
安
林
の
伐
採
を
行

う
と
植
林
が
義
務
付
け
ら
れ

て
お
り
、
10
メ
ー
ト
ル
幅
で

あ
れ
ば
、
保
安
林
を
解
除
し

な
く
て
も
伐
採
が
出
来
る
し
、

植
え
付
け
義
務
も
な
い
の
で
、

地
主
の
理
解
が
得
ら
れ
や
す

い
為
、
今
後
も
こ
の
方
向
で

進
め
て
い
き
た
い
。

問　

現
在
、
町
道
、
県
道
は

と
て
も
き
れ
い
に
保
た
れ
て

い
る
。
重
機
も
導
入
し
、
多

少
な
り
と
も
仕
事
が
楽
に
な

っ
た
と
は
思
う
が
、
狭
い
道

が
多
く
、
重
機
で
は
無
理
な

箇
所
も
あ
る
。
以
前
、
小
さ

め
の
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
を
使
用

し
て
い
た
が
、
壊
れ
た
と
聞

い
た
。
少
し
で
も
手
で
の
作

業
を
軽
減
で
き
る
よ
う
、
機

械
の
導
入
を
検
討
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

答　

中
原
参
事
兼
建
設
課
長

　

以
前
使
用
し
て
い
た
ミ
ニ

ロ
ー
ダ
ー（
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
）

は
、
老
朽
化
で
部
品
も
無
く

な
り
、
廃
棄
と
な
っ
た
。
小

回
り
も
効
き
便
利
で
あ
っ
た

た
め
、
同
型
の
機
械
や
中
古

も
探
し
た
が
見
当
た
ら
ず
、

又
、
中
古
で
は
修
理
が
難
し

い
等
の
不
安
要
素
が
あ
り
、

思
案
し
て
い
る
。
現
在
、
手

押
し
の
機
械
を
確
保
し
て
お

り
現
場
で
試
験
的
に
使
用
し
、

良
け
れ
ば
導
入
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。

要
望　

課
長
と
担
当
職
員
で

決
め
る
の
で
は
な
く
、
実
際
、

現
場
で
使
用
し
、
作
業
員
と

相
談
も
さ
れ
て
い
る
よ
う
な

の
で
、
安
心
し
て
お
任
せ
し

た
い
。
こ
れ
か
ら
、
草
刈
り

作
業
が
増
え
て
く
る
時
期
。

早
急
な
対
応
を
お
願
い
し
た

い
。

問　

町
営
住
宅
で
小
さ
な
子

供
が
お
風
呂
に
入
る
場
合
、

誤
っ
て
熱
湯
が
出
て
い
る
蛇

口
付
近
に
触
れ
、
火
傷
を
す

る
話
が
あ
っ
た
。
12
月
議
会

で
早
急
な
対
応
を
お
願
い
し

て
い
た
が
、
そ
の
後
の
経
緯

と
今
後
の
対
応
に
つ
い
て
。

答　

中
原
参
事
兼
建
設
課
長

　

蛇
口
で
の
火
傷
の
件
に
つ

い
て
は
、
写
真
も
提
示
い
た

だ
い
た
が
、
そ
の
後
聞
き
取

り
は
出
来
て
い
な
い
。
こ
れ

か
ら
聞
き
取
り
を
し
、
状
況

を
見
て
随
時
検
討
し
て
い
き

た
い
。
現
在
、
工
事
を
行
っ

て
い
る
住
宅
に
つ
い
て
は
、

問
題
は
な
い
。

問　

町
長
か
ら
も
指
摘
を
受

け
て
い
る
と
思
う
が
、
早
急

な
対
応
を
取
っ
て
い
た
だ
き

た
い
。
聞
い
て
調
査
し
、
と

い
う
動
き
も
大
事
だ
が
、
取

り
替
え
等
も
同
時
進
行
で
進

め
て
い
た
だ
き
た
い
。

答　

花
本
町
長

　

ま
ず
は
、
お
子
さ
ん
が
い

る
お
宅
に
聞
き
取
り
を
し
、

火
傷
を
し
た
と
い
う
話
が
あ

れ
ば
対
応
出
来
る
分
は
し
て

い
き
た
い
。
12
月
議
会
後
に
、

早
急
に
カ
バ
ー
を
巻
く
指
示

を
出
し
た
が
、
カ
ビ
の
増
加

や
、
見
た
目
が
悪
い
と
い
う

意
見
も
あ
っ
た
。
今
後
、
入

居
者
に
話
を
聞
き
、
混
合
栓

に
変
え
る
な
ど
の
対
応
を
し

て
い
き
た
い
。

※
そ
の
他

・
森
林
環
境
譲
与
税
に
つ
い

て
・
生
コ
ン
価
格
高
騰
に
対
し

て
の
補
助
金

・
倒
木
対
策
事
業
の
計
画
に

つ
い
て

の
質
問
、
要
望
を
し
た
。

一 般 質 問 ෨ɬᄎȠ 一 般 質 問෨ɬᄎȠ

あんなん向こう
　　　　見えんでないか

問

産業
課長

問　

い
っ
き
ゅ
う
茶
屋
下
手

で
伐
採
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

伐
採
の
理
由
と
経
費
は
い

く
ら
か
。

答　

笹
尾
産
業
課
長

　

路
面
凍
結
の
防
止
等
防
災

上
の
観
点
、
及
び
県
道
16
号

線
の
暗
さ
解
消
等
景
観
上
の

観
点
か
ら
伐
採
を
実
施
し
た
。

費
用
は
２
９
７
万
円
で
あ
る
。

問　

こ
の
理
由
な
ら
町
内
全

域
が
対
象
に
な
る
。
今
後
も

県
道
沿
い
の
伐
採
を
行
う
の

が
良
い
と
考
え
る
が
、
今
後

の
計
画
は
。

答　

笹
尾
産
業
課
長

　

今
回
の
伐
採
場
所
か
ら
傍

示
の
下
地
橋
の
間
で
、
承
諾

を
得
ら
れ
た
場
所
か
ら
伐
採

を
行
う
。
そ
の
後
は
、
県
道

沿
い
の
現
場
を
精
査
し
た
う

え
で
、
伐
採
箇
所
を
選
定
し

て
い
き
た
い
。

問　

昨
年
の
一
般
質
問
で
貸

事
務
所
裏
を
全
面
屋
根
に
し

て
は
ど
う
か
と
提
案
し
た
が
、

費
用
面
で
無
理
と
の
こ
と
で

あ
っ
た
。
現
在
裏
の
駐
車
場

に
カ
ー
ポ
ー
ト
が
設
置
済
み
で

あ
る
が
、
集
荷
施
設
に
も
差
し

掛
け
を
設
置
し
て
は
ど
う
か
。

答　

笹
尾
産
業
課
長

　

今
以
上
の
対
策
は
、
農
協

が
実
施
す
る
も
の
と
認
識
し

て
い
る
。

要
望　

そ
も
そ
も
、
建
物
内

で
集
出
荷
で
き
れ
ば
問
題
は

な
か
っ
た
。
９
，０
０
０
万

円
以
上
か
け
て
一
社
し
か
入

っ
て
い
な
い
の
は
、
建
物
の

償
却
等
を
考
え
れ
ば
問
題
で

あ
る
。

　

重
要
な
こ
と
は
、
住
民
が

困
ら
な
い
こ
と
、
喜
ん
で
く

れ
る
こ
と
で
あ
る
。
早
い
段

階
で
解
決
し
て
欲
し
い
。

問　

令
和
４
年
度
に
正
木
地

区
で
世
帯
用
２
棟
、
単
身
用

１
棟
（
５
戸
）
が
完
成
し
た
。

今
後
の
建
設
計
画
は
。

答　

中
原
参
事
兼
建
設
課
長

　

中
津
地
区
で
世
帯
用
が
３

棟
、
野
尻
地
区
で
単
身
用
１

棟
（
５
戸
）
世
帯
用
３
棟
で

あ
る
。

問　

新
築
分
以
外
の
現
在
の

空
き
状
況
は
。

答　

中
原
参
事
兼
建
設
課
長

　

世
帯
用
が
６
戸
、
単
身
用

が
５
戸
（
３
月
末
に
空
く
予

定
を
含
む
）
で
あ
る
。

問　

現
在
町
営
在
宅
に
入
居

し
て
い
る
方
が
新
し
い
町
営

住
宅
に
入
居
す
る
場
合
、
制

限
や
条
件
等
は
あ
る
か
。

答　

中
原
参
事
兼
建
設
課
長

　

主
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い

る
こ
と
が
優
先
で
あ
る
。

　

ま
た
、
条
例
の
中
の
入
居

資
格
（
税
金
の
滞
納
を
し
て

い
な
い
等
）
に
合
う
こ
と
で

あ
る
。

問　

過
去
10
年
間
の
件
数
と

金
額
は
い
く
ら
か
。

答　

吉
積
企
画
環
境
課
長

問　

ふ
る
さ
と
納
税
は
今
後

ど
の
よ
う
に
進
め
る
か
。

答　

吉
積
企
画
環
境
課
長

　

税
収
が
限
ら
れ
て
い
る
中

魅
力
的
な
も
の
に
し
て
、
寄

付
額
を
増
や
し
て
い
き
た
い
。

　

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
も

企
業
と
連
携
し
て
寄
付
を
い

た
だ
け
る
よ
う
カ
を
入
れ
る
。

問　

連
携
す
る
企
業
は
具
体

的
に
決
ま
っ
て
い
る
か
。

答　

吉
積
企
画
環
境
課
長

　

決
ま
っ
て
い
な
い
。

問　

今
後
は
、
役
場
の
職
員

だ
け
で
、
ふ
る
さ
と
納
税
の

業
務
を
お
こ
な
う
の
か
。

答　

吉
積
企
画
環
境
課
長

　

ふ
る
さ
と
納
税
の
代
行
業

務
（
地
元
の
住
民
と
の
架
け

橋
）
に
つ
い
て
は
、
以
前
同

様
に
商
工
会
に
お
願
い
す
る
。

そ
れ
以
外
に
つ
い
て
は
、
役

場
の
職
員
が
基
本
的
に
は
や

る
。

町
営
住
宅
に
つ
い
て

町
道
、県
道
に
つ
い
て

県道沿いの今後の伐採計画は
いっきゅう茶屋から傍示の下地橋の
間を中心に行う

県
道
沿
い
の
立
木

の
伐
採
に
つ
い
て

福
原
貸
事
務
所
裏
の

集
荷
施
設
の

差
し
掛
け
に
つ
い
て

問
町長

問問

問

問

問

問

問

問

問 問

問問問

要
望

私は大満足している

要
望

町
営
住
宅
に
つ
い
て

問

ふ
る
さ
と
納
税
に

　
　
　
　
つ
い
て

問

13 議会だより　かみかつ　89号 議会だより　かみかつ　89号 12

高 石 雅 弘 議員岡 本 　 明 議員

＊
千
円
単
位
切
り
捨
て

Ｈ24
Ｈ25
Ｈ26
Ｈ27
Ｈ28
Ｈ29
Ｈ30
Ｒ元
Ｒ２
Ｒ３

11件
10件
25件
33件
34件
26件
26件
204件
610件
797件

343万円
170万円
298万円
273万円
239万円
255万円
271万円
714万円

1,593万円
1,472万円



多目的スペース 役場事務室

消防センター ヘリポート
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　上勝町議会は、令和５年２月６日・７日の１泊２日で東京豊洲市場の視察等の研
修を行い、知識及び見識の向上に努めました。

１　１日目（２月６日）
　ホテルＪＡＬシティ東京豊洲一階研修室で、新潟県立大学准教授　田口一博氏により、
議会からの情報発信や令和４年地方自治法改正などについて講話を受けました。

２　２日目（２月７日）
　⑴　東京中央卸売市場豊洲市場を視察し、青果卸売会社である東京シティ青果（株）の担

当者による説明や場内視察を行いました。

　　ア　施設概要
　豊洲市場は、2018年に築地市場から移転開場し、面積は約40.7haで築地の1.7倍
であり、その内青果棟は約12.8haで、青果卸売場が1.35ha、青果仲卸売場が約
1.5haと日本最大の施設であり、設備面においても、青果物の鮮度と品質を保つた
め完全閉鎖型で、館内は年中を通して20度前後に定温管理されるなど、最先端の市
場でした。

　　イ　市場担当者との意見交換
　担当者からは、上勝のいろどり等について、この分野での中心的かつ重要な産地
であり、将来的にはさらに重要度は増すことから、商品の安定的な供給と、品質の
維持が必要。また、ネームバリュー戦略として上勝産というだけで安心感と信頼を
与えるようなイメージを醸成するため、購入者側の立場に立った商品の出荷が求め
られるなど、様々な意見の交換を行いました。

　⑵　都市ガスに関する研修施設である、ガスの科学館「がすてなーに」を視察し、ガス
の役割、特性等を研修しました。

　上勝町議会は、令和５年２月20日（月曜日）に佐那河内村役場で行われた、勝

名地区(上勝、勝浦、佐那河内、神山、石井)町村議会議員の研修会に参加し、昨年

３月新庁舎となった同村役場庁舎・消防センターを視察するとともに、議員研修と

して、四国大学　経営情報学部教授　本田利広氏による講演を受講しました。

　講演においては、地方議会改革と政策形成機能の強化　「議会改革は何を目指す

のか」と題して、議員の情報発信や、行政監視機能及び政策立案能力の必要性等、

議会運営において重要な事項について研修しました。

勝名地区町村議会議員研修会の
実施について

勝名地区町村議会議員研修会の
実施について

１１１　１１１日日目（２月６日）

２　２日目目（（２月７７日）
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委 員 長
副委員長
委　　員
委　　員
事務局長
企画環境課長
企画環境係長
工事請負者

議　　会

執行機関
（関係者）

高 石 雅 弘
日 下 一 茂
明 本 惠 一
星 場 眞 人
多 田 光 利
吉 積 弘 成
横 田 正 和
多田鉄工所

入札か随意契約か
ほか聴き取り調査項目（以下のとおり）
　請負工事　入札日
　請負工事　契約日
　請負工事　予算額

設計額（各工事）

工事着工日
請負業者はどこか
設計費と監理費と各工事費はいくらか（実績）
設計業者はどこか　監理業者はどこか

設計の図面を見せて欲しい
建坪は
建坪単価は

1
2

3
4

5
6

・指名入札（設計監理・請負工事発注とも）

Ｒ４．11．８
Ｒ４．11．11
財源　国費　社会資本整備総合交付金
　　　県費
　　　町債　空き家再生等促進事業
　　　単費
　　　　計

建築・電気工事
管工事
Ｒ４．11．12
創和建築設計
設計業務　創和建築設計
工事監理業務　同上
建築・電気工事
管工事
　計
（当日現地にて配布のとおり）
22.23坪（73.35㎡）

7,200,000
800,000

7,100,000
2,553,900

17,653,900

8,996,900
4,305,400

1,584,000
977,900

9,625,000
5,467,000

17,653,900

794,245

〈調査項目〉　委員質疑 当局回答

　上勝町議会総務常任委員会では、GIGAスクール構想に伴う学習実施状況等につ
いて視察しました。

１　視 察 日　　令和５年２月28日（火）
２　視 察 先　　上勝中学校　　上勝小学校

３　調査事項　　GIGAスクール構想に伴う学習の実施状況等について

４　視察者等　　委 員 長　田  中    　寛　　副 委 員 長　前  田  敏  宏
　　　　　　　　委　　員　岡  本    　明　　委　　　員　酒  井  直  美
　　　　　　　　教 育 長　立  川  信  彦　　議会事務局長　多  田  光  利

５　視察状況
　文部科学省のGIGAスクール構想により、学校のICT環境を整えるため、児童・生徒１
人に１台の端末（タブレット）と高速通信ネットワークが一体的に整備されました。
　これにより、特別な支援を必要とする子供を含め、全ての子供たちを誰一人取り残す
ことなく、公正に個別最適化され、資質・能力が一層確実に育成できる教育ICT環境を
実現するとされています。
　上勝小学校、中学校ともに、これを積極的に活用した授業を取り入れているとともに、
上勝のゼロウェイストや地場産業などの地域学習にも有効に活用されていました。
　また、上勝小学校では、スーパー徳島GXスクールにも指定され、ゼロウェイストに係
る環境学習の活動取組発表を行うなど、子供たちが積極的かつ活発に学習に取り組んで
いる様子が見られ、生徒数は少ないながら、子供たちの将来には大いに期待ができるも
のと確信しました。
　子供は町の宝物です。今後とも、すべての町民の皆様が温かく見守っていただけるよ
うよろしくお願いいたします。　

１１　視視 察 日　

２２　視 察 先

３３　調査事項

４　視察者等　

５５５　視察状況

産業建設常任委員会  現 地 調 査（視察）産業建設常任委員会  現 地 調 査（視察）産業建設常任委員会  現 地 調 査（視察）産業建設常任委員会  現 地 調 査（視察）
　令和５年３月29日（木）に、産業建設常任委員会で、上勝空き家再生等促進事業に関する移住定住促
進住宅整備（西本邸改修工事）事業の進捗状況の確認のため、現地視察を行いました。

●高石委員　　今回、1,765万円の予算での空き家住宅改築の状況を視察した。家
賃５万円で、10年間住んでいただける方がいるかどうかが重要である。

　　　　　　　今後、費用対効果等も検討していかなければいけない。
●日下委員　　住民から、「公共施設の工事が非常に高い」という声が多いなか、

今回の視察で、本当に高いと感じた。いろいろな面で、計画が必要
であると考える。

●明本委員　　空き家活用は良い企画と思う。ロケーションもよく、早く借り手
がつけば良いが。1,765万円は掛けすぎではないか。家賃が高くな
り過ぎはしないか。

　　　　　　　借り手が、間仕切りなど好みに応じて、自由に出来るようにする
のも、良くはなかったか。

●星場委員　　第一印象としては、入居者がいるかな？
　　　　　　　我々は住み良さを近代化に求めて来たが、都会人は「人間らしさ」

を求めており、自然の生活が高級なんだとの思いを知らされました。

各委員４名の感想

　各委員からの質問に対する回答は、次の通りです。

参加者

3月2日 作業中3月2日 作業中

3月2日 作業中（東側）3月2日 作業中（東側）

3月29日 視察日の状況（東側）3月29日 視察日の状況（東側）

3月29日 視察中3月29日 視察中

3月16日 作業中3月16日 作業中

（税込：円）
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（傍示）

（生実） （日浦）

芝桜（八重地）

上勝小学校卒業証書授与式上勝中学校卒業式

藤川南岡彩公園
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